
2. 文珍さんの落語的見聞録 1月  神戸新聞朝刊連載より転記  2025.1.16.  

「助け合う気持ちと行動」   

 
  

神戸在住の桂文珍さんも阪神淡路大震災への思いもひとしお。 一緒に暮らしてきた「猫」のおかげで、ご夫妻ともども半

壊の家から抜け出せ、助けられたという。 そして、当時の状況もありありと。 

 落語は「富久」 酒癖の悪い太鼓持ち久蔵がしくじった旦那の家が火事。一大事と駆け付け、家に帰ると我が家は全焼。 

勧められて買っていた富くじが当たっていたのに、家が全焼でバーに・。 落胆していると町内の頭が家から家財と共

に富札を置いた神棚も外にだして保管してくれていて、千両の大当たり。  

みんなの助け合う心が自分にも戻ってくる 

という古典落語の名作。 
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